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宇宙再電離は銀河間空間の電離状態が大きく変わる初期宇宙の一大イベントであるが、いつ、何か、どのよう
に引き起こしたのか、は完全に理解されていない。観測的に宇宙再電離を定量化する手法の１つにクェーサーの
スペクトルの near-zone sizeを測る方法がある。これはクェーサー近傍の電離バブルの半径だと考えられるが、
クェーサーの光度と周囲の中性度に依存し、同時にクェーサーの年齢にもよる。これまでの研究では比較的光度
の高いクェーサーについてのみ、この near-zone sizeが測られてきた。
われわれは、すばる望遠鏡で新たに見つかった、これまでよりも暗いクェーサーのスペクトルを用いて near-zone

sizeの測定を行った。まずは、静止系赤方偏移が精度よく決定されているサンプルについて near-zone sizeを測定
し、クェーサーの明るさや赤方偏移の依存性を調べ、先行研究と比較した。同時に LyAでしか赤方偏移が決定し
ていないサンプルについても、誤差は大きいものの平均的な静止系赤方偏移との差異からおおよその near-zone
sizeを測定した。本講演では、これまで調べられてきた明るいクェーサーの周囲の環境や年齢との差異について
議論する。


